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モノづくりから人材育成へ
　私は女子美術大学付属の中学・高
校、および女子美術大学の卒業生であ
り、本学で一貫した美術教育を受けま
した。大学卒業後は東芝へ入社し、家
電部門に配属されました。最初はドラ
イヤー、シェーバー、アイロン等の小物
家電のデザインを担当し、次にテレビ、
ビデオ機器等の映像機器を担当しま
した。その後も、炊飯器、ポット、冷蔵庫
などの生活家電を担当するなど、多種
多様な商品のデザインを手掛けてきま
した。このほか、自社内での商品開発に
とどまらず、生活雑貨、靴、玩具、通信
販売などの企業との異業種コラボレー
ションによる商品開発にも取り組んで
きました。
　一方、担当商品以外の自主提案や部
門横断プロジェクトにも取り組みまし
た。部門横断プロジェクトは、企画、技
術、デザイン、商品評価などの幅広い
部門のメンバーが集まって、一つのプ
ロジェクトに取り組みます。例えば、「美
容」をテーマにしたプロジェクトでは、
ドライヤーや美顔スチーマー等の単品
を開発するのではなく、「人を体の中か
らキレイにする」というコンセプトで、栄
養・睡眠・鍼灸等によって血の巡りなど
を改善し、美や健康につなげる、そのた
めの全体的な仕組みづくりについて提
案を行いました。
　女子美術大学で教鞭をとることに
なったきっかけは、母校である女子美
からのオファーです。2012年から教授
として学生にプロダクトデザインを教
えるようになりました。その後、２年間
は東芝に席を置きながら大学で教鞭を
とり、大学に席を移してからも２年間は
東芝の業務を担っていました。当時は、
東芝の新規事業を推進する部門にお
いて、業務や組織の管理を担っていて、
仕事は充実していました。一方、学生は

ちょっとした言葉かけによって、突然目
が輝き出し、急成長します。それを目の
当たりにして、女子美での学生教育に
手応えとやりがいを強く感じました。プ
ロダクトデザインの場合、学生一人ひと
りが課題に対して、自分の考えを形にし
ていくのですが、その一つひとつはプロ
ジェクトとみることができます。学生が
40人いれば、40のプロジェクトが同時
進行することになり、大変さもあるので
すが、学生に伴走していくことの面白さ
もあるのです。そこで、少し後ろ髪を引
かれる思いもあったのですが、東芝での
キャリアを終わりにして、女子美での学
生教育に専念することを決意しました。

デザイン思考で問題解決
　産官学連携プロジェクトでは、学生は
モノをデザインするだけでなく、企画や 
リサーチ、PRなどの提案も行うように
しています。デザイン思考※（Design 
Thinking）を活用し、まずユーザー視
点で顧客ニーズを掘り下げることから
始めます。例えば、ベーシックな扇風機
は、羽とモーターで構成されており、羽
の枚数や形状、モーターの回転数で心
地よい風や、強く涼しい風を起こすな
ど、風の質にこだわった商品開発が続
いていましたが、この開発姿勢は大切
なユーザーの要望を見落としていたと
言えます。扇風機の羽の動きに興味を
示し、触ろうとする幼児のいる家庭で
は、従来型の扇風機を買い控える傾向
にありました。このユーザー層に着目
し、開発されたのが羽のない扇風機で
す。ユーザーを起点として企画し、ユー
ザー視点でデザインを行うことが、デザ
イナーにとっての基本になります。
　ただし、注意すべきは、ユーザーの声
を聴くだけでは回答は得られないとい
う点です。ユーザーから商品のアイデア
が出てくることは、あまり期待できませ
んので、ヒアリングだけでニーズを捉え

ることはできません。ユーザーがどのよ
うな生活を送っていて、その生活の中で
どのように商品が使われ、どのような不
満を持っているのか、ユーザーの行動
を丁寧に観察し、こちらからユーザーに
とって有益な商品を提案していくという
姿勢が大切になります。
　これまでの授業では、自分視点で、自
分の好きなようにデザインを実施するこ
とが多かったのですが、企業や自治体と
連携したプロジェクトを経験することに
より、感性豊かな学生たちは、自分の思
いではなく相手の思いをくみ取ってデ
ザインすることを学んでいきます。

共創型リーダーシップの育成
　2023年4月、女子美術大学では、芸
術学部に共創デザイン学科を新設しま

※ デザイン思考　デザインを行う際に用いる考え方や手法を利用して、課題に対する解決策を導き出す思考方法のこと。
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した。企業経験と教育経験を踏まえ、
共創デザイン通じて、組織を動かし、社
会を動かす人財を育成したいと考え、
構想から創設までを主導しました。図１
は、本学科の教育の特徴を示しており、
教養教育とデザイン教育を基礎とし、
共創教育、ライフマネジメント教育、産
官学連携による実学の３つを通じて、共
創型リーダーシップを育みます。

　共創教育では、ビジネス、テクノロ
ジーとクリエイティブを融合させた教
育を実践しています。いくら人や地球に
有益な商品やサービスも一過性では意
味がありません。持続可能な開発には、
ビジネスの観点が不可欠であり、収益
をあげることも重要です。また、Uberや
Amazon等のビジネスモデルは、新し
いテクノロジーによって成り立ってお
り、このテクノロジーを理解できていな
いと、旧来型の事業しか提案できないこ
とになります。このような共創教育によ
り学生時代に引き出しを増やしておくこ
とで、将来社会に出て思ってもみないよ
うな課題に出くわしても、応用力を発揮
して解決することができるのではないで
しょうか。
　ライフマネジメント教育では、困難に
直面しても心が折れずに、最後まで自
分の目指すことを完遂するマインドを養
うことを目指しています。社会も変化が
必要ですが、女性は出産や育児などの
ライフイベントに振り回され、残念なが
ら会社を辞めざるを得ないという現実
が、まだまだ存在しています。学生には
柔軟な考え方や強い心を養うことによ
り、例えば、出産・育児で一度キャリアを
中断したとしても、復帰してやりたい仕
事を続けていく、といったしなやかさを

身につけてもらいたいと考えています。
　共創デザイン学科の最大の特徴は、
１年生の時から産官学連携プロジェク
トに取り組むことです。通常はデザイン
の基礎教育を一通り終えた３年生から
始めるのですが、本学科ではプロジェク
トの内容を少し調整した上で、基礎教
育を受けながら同時進行で取り組みま
す。勉強したらすぐに応用してみる、応
用できるように勉強する、といったサイ
クルを回すことで、学生は大きく成長し
ていきます。

プロジェクトの実施
　私たちは、毎年多数の産官学連携プ
ロジェクトに取り組んでいます。例え
ば、新潟県妙高市の地域活性化のため
の「はねうまプロジェクト」では、他大学
等とのコンペ方式で企画やプロダクト
が審査され、現地では豊富に入手可能
な薪を利用した提案が６案のうち１位
を獲得しました。そして2024年11月に
開催された「妙高薪まつり」では、学生
と来場者が共創して、薪にペインテング
する「薪アート」や、薪スタンプでハンカ
チを創るワークショップなどを実施し、
たくさんの来場者に楽しんでいただきま
した（図２参照）。

　

また、廃棄された漁網のリサイクル、町
工場から出る廃材のアップサイクル、
製菓会社とのグミキャンディの共同開
発（図３参照）、小学校の特別支援学
級向けの学びや遊びに役立つモノの企
画、和服に合うおしゃれな義肢装具の
開発（図４参照）などにも取り組んでい
ます。

社会人の学び直しもサポート
　デザインは事業のすべての領域と関
連があり、共創型リーダーシップを身に
つけた人財は、経営に参画することも可
能になると考えており、共創デザイン学
科では、社会の中で確固たるポジション
を築くことのできる卒業生の輩出を目
標にしています。
　同時に、いま社会で頑張っている人
の背中を押してあげたい、という思いか
ら社会人教育にも注力しています。カリ
キュラムをさらに充実させ、社会人女性
の学びをサポートしたいですね。また、
2026年度には、大学院を新設する予
定であり、仕事をしながら無理なく学位
を取得できるような仕組みを構築し、社
会人の学び直しを後押ししていきます。

図１

図2

図4

図3
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様々な機能の薄膜を形成
　私たちの酸化物エレクトロニクス研
究室では、薄膜形成の研究に取り組ん
でいます。薄膜とは、基本的には厚さ１
μm以下の材料を基板に密着させ、機
能を付与させたものをいいます。毛髪の
太さが100μm程度ですので、その１／
100の薄い膜をガラスなどの基板の上
に形成します。目視できないような極薄
の膜を形成して、そこに通電、発熱、発
電、抗菌、防汚、防曇等の様々な機能を
持たせることができるのです。
　薄膜を形成する方法は、「液相法」と

「気相法」の２つに大別できます（図１
参照）。もともと膜になる材料は固体で
すので、これを液体にして膜を作るのが
液相法、気体にして膜を作るのが気相
法になります。気相法は、真空中で膜の
材料を気体にするため、大きなエネル
ギーの投入を要し、大型の製造装置が
不可欠になります。反面、気相法によっ
て高純度で高品質な膜が得られること
から、例えば青色発光ダイオードのよう
な精密さが求められる半導体の製造に
おいて工業化されています。
　一方、液相法は、材料を常温常圧で
液体に溶かし、その溶液を基板に塗布
して膜を形成します。液相法は気相法
と比べ、不純物によって機能が劣ること
が欠点なのですが、省エネで安価に製
造できる、および簡便に工業化できると
いう利点があります。
　私たちの研究室では、液相法の一つ
である分子プレカーサー法を用いて、高
機能な薄膜を作るための研究を進めて
います。分子プレカーサー法は、工学院
大学発の薄膜製造技術であり、私の恩
師である佐藤光史先生が開発された技
術です。分子プレカーサー法では、安定
的な金属錯体※とアルキルアミンの酸・
塩基反応で真溶液（プレカーサー溶液）
を合成します。このプレカーサー溶液中
の金属錯体は分子レベルで均一に分散

しています。本法の特徴としては、溶液
が安定的かつ均一であるため、溶液の
使用期間が長くハンドリングが良いこ
と、ムラの無い均一な薄膜を形成できる
こと、などの工業的な利点を得られるこ
とが挙げられます。

分子プレカーサー法による
薄膜形成
　分子プレカーサー法では、まずプレ
カーサー溶液を作り、それを基板に塗
布して乾燥させ、プレカーサー膜を得ま
す。その後プレカーサー膜を熱分解ま
たは光分解して、基板上に薄膜を形成
します（図２参照）。なお、私たちは、プレ
カーサー溶液を作るための方法につい
て25年以上にわたり様々な研究を重ね
ており、有用なノウハウを豊富に蓄積し
ています。例えば、同じ金属でも、金属
錯体の配位子を変えると、得られる塗
膜の性能は変わってしまうのです。
　プレカーサー膜の熱分解では、プレ
カーサー膜の中に含まれる金属錯体を
燃やして配位子やアルキルアミンを除
去し、金属酸化物を基板上に形成しま
す。また、アルゴンを用いて燃やすこと
で、酸化させずに金属の膜を形成するこ
とができます。ただし、熱分解による処
理では、基板にガラスやセラミックスと
いった耐熱性のある材料を用いなけれ
ばならないという制約があります。
　一方、光分解では、プレカーサー膜に
光を照射することにより金属錯体を分
解し、基板上に薄膜を形成します。あら
かじめ紫外線に弱い金属錯体を使用し
てプレカーサー溶液を作っておくことに
より、紫外線の照射で金属薄膜を形成
することができます。光分解を用いるこ
とで、プラスチックのような耐熱性の低
い材料の基板上にも薄膜を形成するこ
とができるため、用途を大きく広げるこ
とができます。私たちの研究室では、従

来からの熱分解の研究に加え、比較的
最近になって光分解の研究にも取り組
んでいます。

透明薄膜のリチウムイオン電池
　図３に示すように、プレカーサー溶液
は溶液中の金属錯体の種類によって色
が異なり、私たちは様々なプレカーサー
溶液を用いることで、イオン伝導体、半
導体、絶縁体、導体（超伝導）として利用
できる薄膜デバイスの開発を進めてい
ます。具体的な薄膜デバイスの例として
は、イオン伝導体ではリチウムイオン電
池、半導体では太陽電池などが挙げら
れます。
　私たちの研究室では、2013年に世
界初となる透明薄膜リチウムイオン電

※ 金属錯体　金属イオンとそれに結合した配位子の複合体のこと。また配位子とは、錯体の中で、中心の原子と結合したイオンや分子のこと。

透明なリチウムイオン電池や太陽電池をより簡単に作る技術
～液相法を用いた薄膜形成技術『分子プレカーサー法』の活用～

研究者プロフィール

研究者紹介サイト 
https://www.kogakuin.ac.jp/
faculty/lab/ae_lab42.html

永井 裕己（ながい ひろき）
　工学院大学 先進工学部 応用物理学
科 准教授。博士（工学）。
専門分野は電気電子・化学工学、ナノテ
ク・材料。金属酸化物の設計や形成を
化学の視点からアプローチし、それらを
用いた薄膜デバイスの開発に取り組ん
でいる。
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池を開発しています。このリチウムイオ
ン電池は、ガラス基板上にチタン酸リチ
ウム（ＬＴＯ）の薄膜を形成して負極を
作り、さらにリン酸鉄リチウム（ＬＦＰ）の
薄膜を形成して正極を作り、それら負極
と正極の薄膜を重ねた間隙に電解液を
注入して構成しています。作製したリチ
ウムイオン電池の特徴は、電池自体が
無色透明であるため、電池内部の化学
反応を可視化できる点にあります。電
池は充電すると薄い青色に変化し、放
電すると元の無色透明に戻ります（図
３の左上参照）。このような機能は、電
子カーテンとして利用することもできま
す。例えば窓に使用すると、電圧を印加
することで屋外から差し込む日光を遮
ることができます。加えて、住宅の屋根
に設置した太陽光パネルで発電した電
気を窓に蓄電しておくという応用も考え
られます。
　近年、私たちの研究室で特に着目し
ているのは、図３のイオン伝導体、半導
体、絶縁体、導体の４つの中間に位置す
る新しい材料を開発することです。すな
わち、イオン伝導体と半導体、半導体と
導体、絶縁体と導体、イオン伝導体と絶
縁体をそれぞれ融合させることで、新
材料を創出することが可能になります。
例えば、イオン伝導体と絶縁体の間を
狙って開発を進めているのが固体電解

質であり、この固体電解質は透明薄膜
リチウムイオン電池に使用できます。
　なお、分子プレカーサー法には、異種
金属錯体同士でも分子レベルで均一に
混和するという利点があります。異なる
金属錯体を含むプレカーサー溶液を混
合して薄膜を形成することにより、これ
まで世の中になかった材料を生み出す
ことができると考えています。

薄膜で発電と充電を同時に達成
　私たちの研究室では、透明薄膜リチ
ウムイオン電池を応用し、2016年に世
界初となる光充電型リチウムイオン電
池を開発しています（図４参照）。光充
電型リチウムイオン電池は、イオン伝導
体と半導体を融合させたものであり、太
陽電池の発電機能とリチウムイオン電
池の充電・放電機能を併せ持っていま
す。すなわち、本電池は外部からの電力
供給なしに、光を受けることで発電する
と同時に充電することができます。
　したがって、将来的には、スマート
フォンやパソコンなどに本電池を搭載
することにより、テーブルの上に置いて
おけば室内光で自動的に充電を完了さ
せることが期待できます。また、本電池
は、発電や蓄電を行える窓ガラスとして
利用できるかもしれません。なお、光充

電型リチウムイオン電池は、単位面積当
たりの発電や蓄電の容量が小さいとい
う欠点があるのですが、電池の膜の面
積を広くする（例えば、壁なども含めて
建物全体を電池にする）ことで、容量を
大きくすることができます。私たちは、前
述した固体電解質を用いて、安全性な
どに優れた全固体の光充電型リチウム
イオン電池の開発を目指しています。

水素で持続可能な社会を構築
　このほかにも、薄膜形成の技術を応
用して、抗菌・抗ウイルス材料やフレキ
シブルなフィルムヒーターなどの開発
にも取り組んでいます。
　私たちの長期的な目標は、持続可能
な社会の実現に向けて、新しいエネル
ギー材料や複合材料を安価に製造する
技術を開発することです。例えば、プレ
カーサー溶液は大面積に塗布すること
が容易であり、家全体を薄膜で覆うこと
で十分な発電量を安価に確保し、その
電力を用いて水を電気分解して水素を
作り、各家庭で貯蔵しておくことが期待
できます。そして、各家庭で貯蔵する水
素を用いて、燃料電池により発電して電
気をまかなえば、脱炭素で持続可能な
自立分散型のエネルギーインフラを構
築することにつながります。

Kawasaki Institute of Indutrial Promotion

図1

図3

図2

図4
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微生物の働きで食品を製造
　私の専門分野は、応用微生物学と食
品科学になります。発酵食品を主な研
究対象としており、地域に根づいた伝統
的な発酵食品や海外の発酵食品に着目
して研究を進めています。
　地域伝統発酵食品では、「後発酵茶」

「久寿餅（くずもち）」「ろくべえ」等を研
究しています。例えば、関東の「久寿餅」
では、多くの種類の微生物が久寿餅の
発酵に関わっているのですが、「どの菌
が何をするのか」を明らかにする研究に
取り組んでいます。久寿餅の独特の風
味や食感が、微生物が出す酵素によって
デンプンが分解されることで得られるの
か、微生物が出す酸の影響をデンプンが
受けることで得られるのか、あるいはそ
の両方の作用で得られるのか、といった
点に着目して解明を進めています。この
研究は、川崎大師門前で久寿餅の製造、
販売を行っている株式会社住吉と共同
で行っています。
　また、長崎県対馬市の郷土料理「ろく
べえ」は、うどんと同じようにだし汁に入
れて食べる麺料理です（図１参照）。原
料のサツマイモを発酵させる等して、数
カ月という長い時間をかけ、「せんだん
ご」と呼ばれる材料を作ります。「せんだ
んご」を水に浸して手でこねる等してか
ら、専用の穴の開いた板を通してゆで
上げて麺にします。私たちの研究室は、
対馬市の委託を受け、「せんだんご」を
もっと短い時間で製造するための方法
について研究を行いました。麺の食感や
色に軽微な違いはあるのですが、１～２
週間程度で「せんだんご」を製造する方
法を明らかにしています。
　このほかにも、農村で発生する廃棄

物の有効利用や食品衛生に関する研究
にも取り組んでいます。農村廃棄物の
有効利用では、高知大学などと共同で、
高知県のナスやピーマンの生産現場か
ら発生する茎や葉といった廃棄物を、分
解して堆肥化するための研究を行って
います。具体的には、どんな菌を使って、
どんな条件で行えば、廃棄物を分解し
易いか、といった点について解明を進め
ています。また、私たちはインドネシアに
おいて、チョコレートに関する研究を進
めており、それに伴い製造工程で発生
する廃棄物（カカオの実の殻）を分解し
て堆肥化する研究にも取り組んでいま
す。ちなみに、チョコレートの原料は、カ
カオの実の中からカカオ豆などを取り
出して発酵させて作ります。
　私たちの発酵食品の研究に共通して
いるのは、どんな微生物が存在し、それ
がどのような作用を及ぼすことによっ
て、食品に独特の風味や食感を与える
のか、そのメカニズムを明確にすること
にあります。そして研究から得られた知
見は、現代のニーズに合わせて、伝統的
な発酵食品を改良していくことに役立
つと考えています。

独特の香りと酸味の後発酵茶
　さて、私たちの研究室では、微生物の
働きで茶葉を発酵させて作る「後発酵
茶」の研究にも取り組んでいます。
なお、お茶は製造方法の違いから、不発
酵茶（緑茶）、半発酵茶（烏龍茶）、発酵
茶（紅茶）、後発酵茶の４つ分けられま
す（図２参照）。このうち、不発酵茶は茶
葉を発酵させないで作り、半発酵茶と
発酵茶は茶葉に含まれる酸化酵素によ

り発酵させて作ります。
　これらに対し、後発酵茶は、茶葉を加
熱して酸化酵素の働きを止めた後、カ
ビ、酵母、乳酸菌などの微生物を用いて
茶葉を発酵させます。後発酵茶の特徴
は独特の香りと酸味であり、世界的にも
有名な後発酵茶として中国のプーアル
茶が挙げられます。日本では、四国地方
で３種類、富山県で１種類の後発酵茶
が生産されています。具体的には、徳島
県の「阿波晩茶（番茶）」、高知県の「碁

発酵食品の研究
～久寿餅、ろくべえ、国産の後発酵茶～

研究者プロフィール

研究者紹介サイト 
https://www.nodai.ac.jp/
academics/life_sci/mole_micro/lab/147/

内野 昌孝（うちの まさたか）
　東京農業大学 生命科学部 分子微生
物学科 教授。博士（農芸化学）。
専門分野は応用微生物学、食品科学。
微生物の食品製造および安全性への関
与ならびに応用に関する
研究に取り組んでいる。

図1　サツマイモから作る「ろくべえ」

図2　お茶の分類
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石茶（ごいしちゃ）」、愛媛県の「石鎚黒
茶（いしづちくろちゃ）」、および富山県の

「バタバタ茶」が挙げられます。
　これら４種類の後発酵茶は、それぞ
れ製法が異なり、飲んだ時の酸味や風
味にも違いがあります。製法の大きな相
違点は、阿波晩茶とバタバタ茶が一段
階発酵、碁石茶と石鎚黒茶が二段階発
酵である点です。例えば、二段階発酵で
は、最初にカビで一次発酵させた後、乳
酸菌などにより二次発酵させて作りま
す。こうして作られた二段階発酵のお茶
は、一段階発酵のお茶に比べ、味が重い
感じになるという特徴があります。
　私は後発酵茶の研究に10年以上前
から携わっており、加えて恩師の一人で
ある岡田早苗先生から後発酵茶の研
究を引き継いでいますので、合わせると
30年以上の研究による知見の蓄積が、
私たちにはあります。

発酵のメカニズムを解明
　阿波晩茶は、乳酸菌の発酵のみで作
られる一段階発酵のお茶であり、さわ
やかな旨味と酸味が特徴です（図３参
照）。1200年程前に空海（弘法大師）
が作り方を教えたともされ、長い伝統を
持っています。私たちの研究室では、こ
の阿波晩茶の基本的な発酵のメカニズ
ムを明らかにしています。自然界に生息
する微生物の働きによって茶葉の発酵
が進むのですが、カテキン※の濃度が微
生物のコントロールに影響を及ぼすこ
とがわかっています。カテキン濃度が一

定以上になると、雑菌が抑えられて、カ
テキンに耐性のある一部の乳酸菌だけ
が残り、乳酸発酵が順調に進んでいくと
考えられます。
　いま研究中なのですが、発酵の過程
でカテキンは減少していき、約２週間で
カテキンはほぼゼロになります。生産の
現場では発酵期間が２週間に設定され
ており、この設定は理にかなっていると
言えます。なぜなら、カテキンが減少す
ると雑菌が増加して、お茶に臭味が出て
しまうからです。ただし、少しの雑菌で
あれば、お茶を味わい深くする要因にな
るかもしれませんので、このような点に
ついて解明を進めているところです。
　一方、富山県のバタバタ茶は、阿波
晩茶と同じ一段階発酵のお茶なのです
が、発酵のさせ方が大きく異なります。
阿波晩茶が茶葉と煮汁を桶に入れて漬
け込んで発酵させるのに対し、バタバタ
茶は茶葉を煮汁のような液体の中では
なく、固体の状態で発酵させていて、作
用する菌がカビと一部の細菌に偏って
います。バタバタ茶は、茶せんで泡立て
て飲み、まろやかな風味が特徴になりま
す（図４参照）。
　私たちは、お茶の製造工程における

微生物の働き、発酵のさせ方、温度・水
分・酸素濃度等の環境、およびそれらと
出来上がったお茶の風味の関係を明ら
かにできれば、伝統的な製法に新たな
工夫を加えて、これまでなかった風味の
お茶を作れるのではないか、と考えて研
究を進めています。

伝統と工業化のバランス
　将来的には、後発酵茶の製造を工業
化し、加えて全国へ向けてＰＲして後発
酵茶の認知を広げることで、たくさんの
人たちに飲んでもらえたらいいですね。
伝統的な製法のお茶と工業化したお茶
が併存し、双方にシナジー効果が生ま
れるような提案をしていきたいと考えて
います。
　現在、伝統的な後発酵茶は、製造に
手間がかかることや、生産者が高齢化
していることなどにより、存続が難しく
なっています。一方、後発酵茶の既存
の製造工程を見直して量産化を図り、
安く販売することで後発酵茶をポピュ
ラーな飲料にすることができます。これ
は、手作りの伝統的な後発酵茶を後押
しすることにもつながります。伝統的な
製法のお茶は、後発酵茶の中でも上位
に位置づけられ、付加価値の高い商品
として、価格が高くても買ってもらえる
のではないでしょうか。これからも、地元
の農家や自治体等の関係者の伝統発
酵食品を後世に残したいという想いに
寄り添って、研究を続けていきます。
 

※ カテキン　ポリフェノールの一種で、お茶に特有の苦渋味（くじゅうみ）成分のもとになる物質のこと。

Kawasaki Institute of Indutrial Promotion

図3　阿波晩茶　発酵の様子

図4　バタバタ茶　発酵の様子

泡立てたもの

出来上がった阿波晩茶
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産学連携窓口紹介
横浜市立大学

研究・産学連携推進センター

　横浜市立大学は、明治初頭に当時日本一の貿易港であっ
た国際商業都市、横浜に設立された横浜商法学校、横浜仮
病院に源流を持ち、その後、横浜市立横浜商業専門学校、
横浜市立医学専門学校を経て、1949年に新制大学として
開学した公立大学です。神奈川県横浜市に本部があり、特
に近年は産学連携についても組織をより強化して取り組ん
でいます。本日は、副学長の小川毅彦 研究・産学連携推進
センター長を中心に、関係者の皆様にお話を伺いました。

１．研究・産学連携推進センターの活動概要は
　横浜市立大学研究・産学連携推進センターは、国の研究力強化に
向けた方向性、それを踏まえた本学の研究推進体制の更なる機能
強化に向け、学長のガバナンスの下、本学の研究活動の推進全般に
必要な審議、決定、支援を組織的に進める組織として2019年度に
設置されました。研究・産学連携推進センターでは、自治体と組んだ
産学連携や大学の「強み」を打ち出した研究戦略の推進、および学術
的研究への支援や、研究不正防止への取組みなどを行い、研究者が
学内外でスムーズに研究活動を推進できるようサポートしています。

２．産学連携の取り組みについて
　本センターでは研究担当副学長をセンター長とし、センター
内に、特許取得や起業とのマッチング、共同研究契約などを推
進する「産学連携推進部門」、研究拠点系事業の推進に関する
ことを扱う「拠点事業推進部門」、基礎研究費や競争的研究資
金等の外部研究費に関すること、及び各種支援制度を扱う「研
究推進部門」、大学の研究設備・機器の共用に関することを扱
う「コアファシリティ部門」、公正で責任ある研究活動、研究費
不正使用の防止に関することを扱う「研究リスクマネジメント
部門」、プレアワード、ポストアワード関連専門業務などを扱う

「URA※1部門」の６部門を置いています。
　特にJSTのCOI-NEXTの採択に伴い設置した「拠点事業推
進部門」においては、「若者の生きづらさを解消し高いウェル
ビーイングを実現するメタケアシティ共創拠点事業」を組織的
に推進しています。これは、生きづらさを感じる若者の心の課題
を包括的に研究する新たな学術領域を立ち上げ、得られる知
見を基に心理的レジリエンス※2の獲得を促すコンテンツ（デジ
タルメディスン）を提供するメタバースプラットフォーム（本拠
点では「メタケアシティ」と定義）を構築し、そこで医師や企業な
どと連携し、日本国内の生きづらさを感じる若者に対してメタ
ケアシティを通してケアすることで、若者がレジリエンスを持つ
未来、及び産学官共創によるメタバースを活用した若者のここ
ろの支援の実現を目指しています。

　なお、産学連携に関
する組織としては、本セ
ンターの他に2024年
度に「共創イノベーショ
ンセンター」が設置され
ました。対企業の相談
窓口として、企業・学内
外研究者からの相談を受け、共同研究計画の立案支援や、企
業との条件調整などの業務を行っており、より外部との連携を
推進することを期待されています。
　大学発ベンチャーへの支援を通し、研究成果の社会への還
元も行っています。横浜市立大学発認定ベンチャーの称号付
与、本学の商標使用、施設および研究設備の使用、法人登記上
の住所使用、知的財産権等の使用に関する優遇措置、大学発
スタートアップ創出ナビゲーションセミナーの開催、GAPファン
ドの申請支援などの支援を実施し、本学発・認定ベンチャーの
数は14となりました。
　その他、本学の大学祭になぞらえて「大人の浜大祭」と称した
他学部の研究者との新たな研究テーマの探索や研究者同士の
相互理解、学内共同研究のきっかけづくりを目的とした研究者
交流イベントを開催しました。実際にこの場で出会った研究者同
士により共同研究が開始される等、一定の成果を上げています。

３．今後の抱負について
　今後の本学の産学連携における特徴的な取り組みの一つと
して、『ビヨンドURA』の育成が挙げられます。ビヨンドURAと
は、研究成果を活用し、大学と産業界など、各セクターの壁を
beyond、超えて共創し、新たな価値を創造できる人材のことで
あり、本学のCOI-NEXT 拠点にて育成プログラムを開講する
予定です。このプログラムは主に社会人を対象とし、本学の強
みである「医学×商学×データサイエンス」の融合を活かし、科
学技術イノベーションや新規事業開発に貢献できる人材の育
成を目指します。
　また、2023年4月に文部科学省の「地域中核・特色ある研究
大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」に
採択され、オープンイノベーションラボの建設が進行中です。
　今後も研究者の研究活動や産学官連携活動を支援し、社
会課題解決等に貢献できるイノベーション創出に努めます。さ
らに本学が「研究の横浜市立大学」として日本の研究力を牽引
する研究大学群の一翼を担っていくために取組を進めていき
ます。

※1 URA＝University Research Administrator（大学等における研究マネジメント人材）
※2 レジリエンス＝resilience　心理学分野で、困難をしなやかに乗り越え回復する力等の意味で用いられる。
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